











The importance of early detection and early support of 
children with disabilities 





































ントは、ほぼ 2010 年に完了したとされている。ASD を対象とする新しいアセスメントツールを
考えるには①スクリーニング ②診断・評価 に分けて考えると整理しやすい。自閉症診断面接改












であるが、公的支援として制度化されているわけではない(渡部ら 2014)。「2011 年 5 月 31 日に行
われた第 3 回児童養護施設等の社会的養護の課題に関する検討委員会（厚生労働省：2011）では、
親子関係の再構築支援の保護者支援プログラムとして、CSP が取り上げられているなど全国的に
親支援における CSP の有効性が示されている」(2016：350)としている。その CSP のプログラム



































ていればと思える 2 つの事例を検証し、その課題について検討する。 
 
３. 方法 
 音楽療法を A 君と C さんに対して行い、それぞれが抱えている困難さを軽減する。  
(1)A 君(知的障害) 













                                                   
1 生理型の知的障害とは、知的障害の原因が病理(明らかな病理作用によって、脳の発達に支障が
生じたもの)ではなく、原因不明なものをいう。国際医療福祉大学医療福祉学部『福祉教科書 介
護福祉士完全合テキスト 2015 年版』ｐ387         
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＜プログラム＞ １、ドラム挨拶 ２、リズムムーブメント ３、ドラム同質 ４、音と動きでの
楽器指揮(音楽療法士や対象者が指揮者となって、それぞれが持っている楽器に対応する動きや合
図で指揮を行う活動) ５、楽器演奏 ６、ドラム挨拶 
(本人の情緒面・身体面の考慮により、プログラム変更は適宜行われる) 
【結果】 
第 1 期：信頼関係の形成と、音への気付き(200X＋2 年 2 月～200X＋2 年 8 月) 


























第 2 期：自己決定の芽生え(200X＋2 年 8 月) 
この頃から時々であるが、児童相談センターを訪れる B 君とセッションの時間が重なることが
あり、子供同士の刺激も必要なため、A 君と B 君のグループセッションを行う。二人はたまたま
小学校が同じなので顔見知りであり、また、性格もお互いを受け入れる優しい気持ちを二人とも持
っているので、グループセッションはスムーズに導入できた。B 君のすることは A 君にとって、
とても新鮮であった。どうしても最後の 1 打が叩けない A 君は、自信を持って腕を大きく振り上
げて「ジャーン」と大きい音でシンバルを鳴らす B 君の態度を、目を輝かせて見ていた。セッシ
ョン 13 回目から B 君のように大きな音でシンバルを鳴らし、それ以降は必要以上に大きく鳴らそ

















対象児 C さん：中学校 1 年生で普通学級に在籍しており、来年度から特別支援学級にも通う予












 学習能力は小学校 3 年生程度の部分もあり、時計の見方が正しく分からず、掛け算の問題が出る
と全ての掛け算を紙に書かないと解けない。鉛筆を握る力が強すぎて、うまく握ることが出来ない。 







プロヴィゼーション(即興演奏) ６、楽器演奏 ７、ドラム挨拶 
【結果】 


























































まで特別支援教育を受けていない点から考えると、音・音楽を通して C さんと 1 対 1 のコミュニ
ケーションが取れるまで時間が掛かりそうである。これまでセッションを 8 回重ねてきたが、どう
しても C さん・音・音楽療法士が繋がっていない。C さんの得意な楽器演奏の中に同質やインプ
ロヴィゼーションを取り入れることによって、苦手意識を持たずに 1 対 1 のコミュニケーション
が取れ、目の前に立っている音楽療法士と音とやり取りが出来るようにしたい。そして、学校生活
においても友達と楽しい時間を過ごして欲しいと思っている。 
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